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１、初級レクチャー

　　　１) 意義・目的(１コマ90分×２＝180分)

セクションに入ってきたばかりの１年生、スピーチに不安を持っている２,3

年生を対象です。スピーチとは何か？から始め、Prepared Speech作成の流れをたった1日で学ぶことで、一人でもスピーチを一通り仕上げられる力を付けることを目的とします。

２）対象

スピーチ作成経験のない方、スピーチの基礎的な知識を持ってない方、基礎的なことを再確認したい方を対象としています。スピーチの作成手順を一通り教わっている方は、受講せずに他の講義に参加することを推奨します。

   　 ３) レクチャー内容

レクチャー①(１コマ目　10:30～12:00)

【担当：佐々木春華さん(WESS)】「What’s Speech」「Topic」「Brainstorming &
Research」「Organization」 「Analysis」「Suggestion」「Logic」「Argumentation」

         レクチャー②(２コマ目　13:00～14:30)

【担当：宮川美保さん(千葉)】「Writing」「Rhetoric」「Delivery」「Question＆Answer」

２、Extemporaneous Speech(１コマ目　10:30～12:00)【担当：安永芳梨さん(慶応義塾)】

    　  意義・目的

アンケートで、「英語を話す機会が欲しい」という現役生のニーズがありました。特にエクステンポは、大学によって教育格差があり、準備を怠って大会に臨んでしまうという恐れもあります。そんな大学にも、夏セミで実践することで、インナーでも是非活用し、後期のエクステンポ大会で活躍できる原動力を養ってもらいます。

約30分間で講義をしたあと、約60分間でスピーチの実践をする予定です。実践では、簡単なテーマでのスピーチから始めて、社会問題などの難しいテーマによるスピーチを目指したいと思います。

３、Open大会優勝経験者によるパネルディスカッション(１コマ目　10:30～12:00)

10:30〜12:00の90分にかけて、「Open大会優勝経験者によるパネルディスカッション」という企画を設けています。

この企画は６月に開催された現役生のSTEW勉強会にて「現役時代に活躍されたSpeakerの話を聞きたい」という要望を受けて開催に至りました。この企画の趣旨は、優勝経験のあるSpeakerが優勝するまでどのような過程を経て、またSpeech作成において個人がどのようにこだわりを出していたのか等の経験談を知ることで現役生の各個人のSpeech作成に経験的な知識を活かしていくところにあります。今回は、創価大学の西正敏さん、千葉大学の宮川美保さんをお招きしています。
４、奥野靖典さんによる｢スピーチメイキングレクチャー｣(２コマ目　13:00～14:30)
　スピーカーとして活躍なさり、かつ、去年の法政総長杯で本選ジャッジをなさった京都大学OB奥野靖典さんのレクチャー「より良いスピーチを書くためのポイント」、「ジャッジからみた良いスピーチとは？」（計90分）を開催します。
５、前期エリミネーションジャッジ＆現役時代スピーチで活躍なさった方による講演会

(3コマ目　14:50～16:20)
スピーチ界でも活躍し、かつ社会でも活躍なさっている方の講演会も設けており、青山学院大学OBの斉藤愛さん(旧姓:宮川愛さん)をお呼びしています。 
【大会成績：2004年天野杯1位、末川杯1位、法政大学総長杯1位、JUEL3位、福沢杯3位、大隈杯3位、水上遼子杯2位、2005年福沢杯3位】
役職者相談会・ブレスト
６、役職者相談会(2コマ目　13:00～14:30)

　　１) 意義・目的

　　　　過去にチーフ、渉外、オープン実行委員長を経験した方が、現役生の悩みを解決

します。経験者が提案、又は他の役職者の意見から勉強することで、後期のインナーのマネージ、スピーチ大会に活かせるヒントを見つけてもらいます。

　　２) 具体的な内容・進行

　　　　役職経験者１人に対し、複数の現役生で囲みます。それぞれが抱えている問題・前期の反省、またそれをどう後期で活かすかを、役職者経験者や他の役職者と話し合っていきます。

· 役職者相談会は、現役役職者に質問に対して、役職経験者が答えていく形式になりますので、あらかじめ質問を考えてきてください。

※チーフの担当：創価大学の西正敏さん

　渉外の担当：千葉大学の青山彩子さん
　オープン実行委員長の担当：慶應義塾大学の小野紘明さん
７、ブレスト

スピーチの作成過程において、自分のスピーチ（ロジック含む）に多くの人から意見

をもらうことです。これにより、自分のスピーチを客観視することができ、ジョイン

ト大会入賞、オープン大会通過・入賞に近づけるヒントを見つけることを目的として

います。

